
令和６年度卒業時アンケート結果（子ども学部）

回答日：令和7年3月15日

対象：令和6年度子ども学部卒業生
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Q8.予定外の状況でも最善の策を考えることができるよう

になった

Q7.自分の立場と責任を自覚し、仲間と協働して行動する

ことができるようになった

Q6.自己の考えに基づき、正しい行動を起こすことができ

るようになった

Q5.自分の意見を理解してもらえるように工夫して伝える

ことができるようになった

Q4.課題を解決するための手段を見つけることができるよ

うになった

Q3.現状を認識し、課題を見つけることができるように

なった

Q2.多角的な視点を持ち、相手の立場に立って考えること

ができるようになった

Q1.多様な考え方を理解することができるようになった

できるようになっていない あまりできるようになっていない 白梅での学びでは変わらなかった

まあまあできるようになった かなりできるようになった
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Q10.自らの専門性を磨き、常に学び続けることが大切だ

と思うようになった

Q9.自らの力を、社会に役立てられることをうれしいと思

うようになった

思うようになっていない あまり思うようになっていない 白梅での学びでは変わらなかった

まあまあ思うようになった かなり思うようになった
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Q12.白梅で充実した学生生活が送れた

Q11.この学科で学んだ意義があった

思わない あまり思わない どちらでもない まあまあそう思う かなりそう思う


